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'*降場の fltl線の部分に対しては， 車両の変位のため一一一一一一

1111線半径 (m)
mm  だけ広くしている。また曲線によるカントやスラックがつ

けてある場合は，その~響を考慮しなければならなし、(区卜3) 。

ちなみに建設規程第 11 条は， 乗降場に沿う郎分の線路の Ùll線半

径は， 甲線 500m 以上， 乙線 400 m 以上，丙線 300m 以上と規

定している。

5 梁l機上:ßに設ける諸設備

旅客サービスと列車取扱の必要から， 乗降場にはつぎのよう

な設備をする。

(1) 乗降場上家 雨雲や日光の直射を防くrCoめ，木造や欽骨

にスレ ー トぶきで列車の長さだけ設けることが望ましい。

(2) 舗 装旅客の歩行と手抑事の使のため， 乗降場の全

lIli または一部縁端のみ約 1.5 m 程度舗装している。

(3) 手小荷物一時置上家 乗降場上家がない場合，列車に街

宣 1Iする手小荷物が風雨にさらされないように一時置きするため，

小さな上家を設けることがある。

(4) テノレハ ・ 荷物灯jエレベーター・波紋J!ï 手小荷物を三輪

車に積んだまま ， 線路を横断して向いホームに減す設備で，荷

物と横断する線路を通過する列車数が少ないときは，波線事で

線路を平岡検断してよいが，いずれも多くなれば列車の運行に

支障するので， テ ノレハやエレベータ付跨線橋や地下道で，立体

的に横断しなければならない(写真 2， 針。

(5) 駅長事務室 列車の運行と旅客扱いのため係員の事務室

を設ける。

(6) その他 洗面所 ・ 使所 ・ 待合室 ・ 案内所 ・ 売店 ・ 駅名

襟 ・ 旅行案内懐 . 11寺 計 ・ 乗l峰場番号際・時刻表・出入口案内機・

公衆電報取扱傑 ・ 衆l機場案内様等を旅客サーピスのために設け

る。(杉回勝美 ・ I刻棋(貞一)
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雨天または降雪l時に主 と F 

して旅客が乗車または降

]!iするに便宜なように，

乗降場上に設けられた上

家構造の建物で，その形

状によ って片流れ ・付在11

し・かさ形・山形 . w形 ­

Y形 ・ 陸屋根形 ・ ブッシ

ュ形・円弧形などがあり 1. 玉7)<駅来降場711 レー ル造上家

また頭端駅などでは乗降

場群を夜うものがある。
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き 乗降場擁壁 (英)

passenger platform 

wall 言語 l珠場を挑土式で

建設する場合， その感土

を支えるための擁壁。軌 2 浜松町駅 P. S コングリート上家

道中心より1.56 m を確保

することを建設規定で規

定している。その構造に

よって分類すればつぎの

ようなものがある。

l 石 積石材を

コ ンクリ ー トで線被みし

たものと ， 石のみ積重ね

た空積みのものとがある。 1 コンクリート ・ プロック衆降場擁壁
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これは列車の逆

転中に工事をす

る場合には， コ

γ クリートのよ

うに型枠(かた

わく)の必要も

なく ， 線路iHlJへ

はみ出しもない

ので保安上使利

である。

2 コ γ クリ

ート造重力式

JllI.M型のもので安i111iであ

り工事も容易である。

3 鉄筋コンクリート

進地検が軟弱で地耐力

が少ない場合に，擁壁の

~it:休は大きくせずに基礎

の底闘を広く することが

できるし，また高架線等

他の桃造物と関連ある場 3 さん橋式乗降場

合に採用される。鉄筋コソクリート管を擁壁がわりにならべた

ものも最近使用されている。

4. 架降場擁壁
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4 コンクリート ・ プロック造 あらかじめ一定の形にコ γ

ク リ ー ト・ ブロックを造り，石績のように築造するもので，列

車の主I!転中でも容易に工事ができる(写真一1 ) 。

5 木 造仮乗降場に用いることがあるが， 耐久力が少

なく ， 腐しょくし易く列車に支障する憂いがあるので， 仮設以

外はあまり使用しない。

6 れんが造 むか l~ は汗h、られたが，いまではあまり用い

ない。

7 コンクリート木造混造 柱を鉄筋コ γ クリ ー トにして壁

に木材を使用したもので， 木材の腐朽が速いので， いまでは採

用しない。

なお笠石の下で列車を検査する場合は鉄筋コンクリ ー ト造に

して，擁壁と列車との間に係員が入り作業できるよう，擁壁のみ

笠石より後退して，軌道中心より多く離す場合もある(写真一2) 。

また地形により盛土式来日年物をつくらず， さん橋式につくるこ

ともある(写真ー3) 0 (杉田勝美)
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